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I はじめに
平成7年12月
December. 1995 
「きよきおとめの幸をあつめて 未来にひらく （校歌三）」と歌い継がれる学園で，「教育学」
と「教育方法論」という講義の場が与えられ9年目となった。教育課程の改訂で， 一般教育科
目であった「教育学」は姿を消した。 その代りに，私は共通教育科目の 「生涯学習論」を担当
させていただいて， 前期14コマの講義を終えたところである。科目には変化があったが，「と
もに学ぶ教育学」の趣旨に変わりがなかった。今，集い来た「きよきおとめ」の「未来にひらく」
教養のために，ともに学ぶ教育学には前進があったと実感している。その一部でも報告したい。
梶浦学長 （当時）の 「学生の状況にかみ合うように工夫せよ」とのアドバイスを基盤とする
私の講義では，これまでの指定図書 「梶浦善次論集jに加えて，指定図書として「梶浦善次論
集E」「岡田」も使えるようになったことは，平成7年度からの学生の幸せであった。それら
の指定図書は， 「生涯学習論」における「創立者 浅井淑子 ・猛の生涯」および 「名誉学長
梶浦善次の生涯」を支える図書としても力あるものとなった。
さて，世界の平和は， なお前途けわしの感を拭えない。ボスニアに，チェチェンに，中東に，
そしてアフリカにも戦雲やテロの恐怖は去っていない。創立50年を迎えた国際連合の総会 （10
月24日前後）では，何か希望の光が見えるであろうか。
希望の光を高く掲げて人類を導く指導者が見当たらない歎きは，日本にあっても同様と思え
てならない。阪神大震災は日本民衆の道徳的に成長した姿を示したが，社会の機構と運営には
「危機管理」の甘さを克服せよとの課題をあらわにした。国民を守るための安全保障，麻薬や
拳銃などの課題も， 世界大の視野なくしては解決不能ではなかろうか。さらに，その治安維持
にまで新しい課題を投じたオウム真理教がらみの事件の数々 は，日本のみならず，世界大の精
神風土の課題に通じていると思われる。それら課題のすべては，そのまま教育の課題としても
深刻なものと思わざるをえない。学生は現に，それらの不安を抱いて教室に足を運んでいる。
ともに学ぶ教育学は， 当然， それらの課題に生々 しくかかわらざるをえない。
この小論では，学生生活の一面から出発し，それらの課題にも迫ってみたい。
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I 使命感と学生生活
1.三つの徒花（あだはな）要因
せっかく出席したという花は咲かせても，効果の実を結ばない学生は徒花といえよう。徒花
になる三要因が私語と居眠りと遅刻であると私は思う。この三つには，講義のよさが学生に伝
わっていないために起こる現象という一面がある。
（学生171）先生は私語を叱ったことがないのに，みんなが静かで，私はとても勉強し易いと
思います。前の先生は「話をやめなさい」と何回もいいます。しまいには大きな声で「静かに
しろ！」といいます。でも，すぐまた私語が始まってしまい，私はとても困ります。私は同じ
クラスなのに，こんなにちがうのが，とても不思議です。
私語も居眠りも遅刻もない講義をしたいとは，授業者の誰もが心ひそかに願うことであろう。
だから，これらの現象を目にしたら，すぐさま，自分の講義の改善工夫に心がけることが，授
業評価の当然の営みである。
その心がけを基本的に大事にし，実践しつつも，一方で，そのような個々の学生への指導も
また必要といわざるをえない。たとえば表lは，その必要を示している。ほとんど同じ講義の
内容方法で，どちらも
表1 遅刻率のちがい（教育方法論 8回分 自己申告）
1講目の講義であった。
のべ出席数 のべ遅刻数 遅刻 率
にもかかわらず，遅刻
初等教育学科2年（水曜I議日） 105人 7.9% 
率は著しく有意にちが
同上 1年 （土曜1講日） 776人 20人 2.6% 
い， 2年のクラスの遅
平成7年前期
刻が多い。考えられる
理由の第ーは学年のちがいである。 1年の前期は，入学して大学の講義を新鮮に感じ，緊張感
をもって臨むであろう。2年になると 1年間の講義への慣れや惰性があって，ルーズになる学
生が増えるのではないか。第二は，2年は170名のクラスで l年は100名のクラスというちがい
である。多人数になると，教室の中の l人の存在感が低下するのは自然である。教室が大きく
なり，教卓や黒板から遠くに位置する者も増えて，学ぶのに不利となることは否めない。しかし，
その2年の教室で観察すると，後ろの遠い席に遅刻が多いとは全く感じられない。とすれば，
第一の理由，つまり，大学生活の乱れの遅刻もあるということである。したがって，個別には
遅刻しないようにする生活上の指導の必要があるわけである。この事情は，私語や居眠りにつ
いてもいえるであろう。
2.私語指導の三原則
第一は，音楽や挨拶による気持ちのおちつけと集中，順序だてた話やわかり易く整った板書
などで，学生の学ぶリズムにすきを与えないように努めることである。さらに，各講義に 1か
所は教師自身が学生と感動をともにできるような山を用意することも効果的である。要するに，
学ぶ気持ちの流れを作り，ともに真剣に学ぶことである。
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第二は，私語が始まったら， 1-2か所のうちに，自分の私語が注意されていると確実に気
づき，止めずにはおれないようにすることだと思う。この場合，口でいう注意では不徹底なので，
その2人の方へ気づくまで近づいていき，気づいたら，目と目で「私は今，あなたの私語に注
目し，そのことに気づいてもらうためにきましたよ」 「すみません」と通じ合ったところでひ
き返すがよいと思う。要するに わが身の労を厭わぬ注意である。
第三は，私語が3か所以上になったときは，丁寧に私語についての見解を語り聞かせること
である。私語は何らかの意味で必要なことを話しているので，それ自体は良いことである。し
かし，自分の私語で他の学習が妨げられる迷惑に気づかないことになりがちであること，自分
が学ぶべきいのちの時間を私語におきかえることで生ずる 2人のとりかえしのつかない損失も
忘れている状態でできているのが私語である。迷惑をかけないように必要な話を抑えることも
良いことである。今の時間を学ぶ目的のために集中させることも良いことである。この3つの
良さを比較し，自分で，自分の姿を見つめ，自分で私語を克服して下さいと。
3.居眠り克服の三原則
眠気とたたかう受講はまことに辛いものである。誰にも身に覚えのあることだと思うが，こ
れといって眠気克服の妙手はなかなか見つからない。
（学生172）今日は，ついうとうとしてしまいました。ごめんなさい。しっかり講義を受けた
い気持ちは山々なのに，目が聞かないのはどうしてなのでしょっか。来週こそはがんばります。
それにしても自分の体なのに，どうして言うことをきかないのでしょうか。
(A）その不思議には私も同感です。眠気とたたかう受講は本当に辛いものだと思います。ご
苦労さまでした。眠気の防止についての工夫としては，第一に，腹八分目の食事を，よくよく
かんで，だ液をよくまぜてのみこむ食事法ですね。内臓が疲れると眠気がくるものですが，そ
れを多少でも防止する効果があります。第二は，姿勢です。0の字（背を丸くし頭を前にたれる）
やlの字（足を前にし，腰を浅くかけ，背もたれに肩や首をもたれさせる）はだめで， 5の字
（腰を深くかけ，足はやや後ろにひき，背と首と頭は真っ直く前立て，両ひじは机上に軽く置いて，
目より30cm位離したノートに文字を書く）の姿勢が良いのです。第三は，受講中に眠くなったら，
背を伸ばし，首を伸ばし，目を見はり，視線を何か所かに移したり，手首や足首や肩を目立た
ぬように工夫して動かして，必死に耐えることですね。数分がんばると眠気の波がひいていき
ます。どうでしょうか。あとは，あなたが工夫して下さい。
授業者としての私は， 3-4入居眠りの者がでてきたときや，授業の中頃に， 2-3分の業
間体操を実施している。手首の運動 立った姿勢になって首の運動などである。
〈学生173)（前略）今日の首の運動はグットタイミングで助かりました。あとは目がぽっちりで，
よくわかるように聴けました。（後略）
4.よく来てくれたね，ありがとう
遅刻者は，教卓上から，その日の毎時レポートのカードを受けとり，いつもの自分の席に着
く仕組みになっている。いちいち理由を聞くいとまはないし，板書中は気づかないうちにとい
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うこともある。顔を合わせたときは「お早ょう。よく来たね。ありがとう」 という G
（学生174)（前略）私は地下鉄の南北線から大通りで乗り換え，新さっぽろまで来て， パスで
短大に来ています。今朝，私の乗った南北線は人身事故で，北18条駅で止まってしまいました。
駅で証明カードをもらえば，出席扱いにしてもらえることは知っていましたが，私は講義を聴
かせてほしいので，北18条駅から地上に出て，大通り駅まで走りました。 幸し勺大通りから東
西線は運行していました。数分遅れて教室に着きましたが，テーマソングのところから学べま
した。良かったです。（後略）
（学生175)（前略）実は今朝，途中で具合が悪くなりました。一緒の友達が，私のひたいに手
を当てて「これじゃ，とてもだめだc家に帰って休んだ、方がいい」というので，駅まで引きか
えしました。しかし， l講目は先生の講義なので，どうしても聴きたいと思い，また学校に向
かいました。それで、，10分く らい遅れたのですが，お話を聴くことができました。がんばれま
した。やっぱり，来て良かったと思いました。（後略）
遅刻しでも，休まないで来てくれるのが尊いことは，誰の目にも明らかであろう。
しかし，遅刻の常習者も確かにいる。その中には，教室の扉をパタンと閉めたり，外とうの
まま入室したり，ネしもそこそこ，いつも30分も遅れて出席になっている学生も少なくない現実
がある。そんな子にも，マナーの注意はするものの 「よく来たね。ありがとう」 となるので，
遅刻しでもいいと思っている先生との誤解を生ずるおそれもある。それで，遅刻を克服すべき
だと情理を尽くして話して見たことは，何度もあうたが，常習者には，一向に効果があがらな
いとの実感がある。「話す」という指導の何と力弱きことか，と思う。
5.遅刻の自己申告
しかし，遅刻者のひとり ひと りに丁寧にかかわるほどの時間はとれない。ひとつの講義を十
分なものにしよう と思うと，あと始末だけでも10分ぎりぎりかかってしまう。遅刻学生にかか
わる時間を生みだすことは至難で、ある。そこで，毎時レポート用紙に図1の形式の自己申告の
スペースをつけることにした。自己申告をしるしつつ，反省し，自己改善につとめる効果が期
待できるかとも思ったのである。
図1 遅刻の自己申告を含めた毎時レポート様式
（番号 ）（氏名
月 日）鐘のMに着席涜み （ j，約（ ）分遅れて着席しました。
以下略
毎時レポートから出席簿に出欠を記入する際に，遅刻の分数を書きそえることにした。表l
は，その調査に基づいたもので，期待した効果はあったものの，遅刻常習者には効果がほとん
どないことがわかってきた。惰性が身についた2年生の「習い性となる」には勝てなかった。
6.学生とともに考える
2年生には6月に 3週間の教育実習がある。教育実習生として過ごす3週間には，遅刻皆無
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となる。「先生」と呼ば、れて子どもの前に立つという自覚のすばらしさの一面である。それ故
教育実習を境にして遅刻がなくなるはずだと期待したのである。しかしこの期待は，無惨にも
表2 遅刻率の変化
打ち砕かれた。表2に見るように結果は実に逆で，しかも有意差があった。実習後はほっとし
たために安易な気分になったから
なのか，遅刻率が増えたという現
実にあったのである。実習前には，
それだけ緊張感をもって学んだと
いう喜ばしい心情のあらわれと解
釈すべきなのであろうか。ともあれ，この遅刻者を放任することはできないと考えたO そこで，
のべ出席数 ｜のべ遅刻数 ｜遅刻率
実習前の 6回の講義 1 996人
実習後の 2回の講義 1 332人
67人
38人
6.7% 
11.4% 
常習者に「あなたには， 3回以上の遅刻記録があります。それで，そのあなたを，あなた自身
が教育する決意と方法を書き提出して下さい。実際に，その方法で自己教育をして下さい。」
と書いたカードを直接手渡したのである。該当者は16名であった。
その日名の記述を分類すると，表3と表4 （重複あり）の通りであった。
（学生176）体が疲れている時，朝の早起きはとても辛いものです。私は低血圧であり貧血ぎ
みなので，さらに辛く感じます。「疲れているからしょうがない」と言い訳をつけて，朝起き
の辛さから逃げていたことが度々あります。誰かのためにしたことで，時間に間に合わなくなっ
たこともありますが， 「起きたくない」 「起きれない」という気持ちから，ダメだとわかってい
ても，辛さから逃げたくなる気持ちに負けるこ
表3 自分の遅刻の原因をどうみているか
自分の気もちの甘さ，弱さ
朝まごまごしている，油断している
朝起きが辛い，低血圧，夜おそく寝る
目覚し時計が鳴っても起きるのに失敗
表4 どんな方法で自己反省をするか
15分早くでる， 2本前の地下鉄に乗る，ゆ lI 6人とりをもって行動する ' 
自覚，強い意識，責任感，精一杯
生活リズム，早く寝る，前の晩に準備
目覚し時計の扱いなどの工夫
体質改善の食事の工夫
????ヮ ，
??
?
??
，?
とが多くありました。しかし，教育実習では見
事に遅刻をしませんでした。毎朝 5: 30-6 : 
00に起き， 7 : 10には家を出ます。やることが
多く，一日平均の睡眠時間は 3-4時間でした。
それこそ辛いはずなのに， 3週間もしっかりや
れたのは，責任感があったからだと思います。
先生であるという自覚と責任感が，普段の学生
であるとの甘えより上まわっていたのだと思い
ます。いけないとわかっていてもやってしまう。5人
そしてその失敗で落ちこむ。こんなことをくり
5人
返さないためにも，自分の行動に責任を持てる
2人 ’
ような強い意志をもとうと思います。
1人
〈学生177）よいっぱりの朝寝の私は，朝起き
が何より苦手である。その為，非常に遅刻が多く，先生方に大変失礼なことをくり返してきた。
しかし，このままでは社会に出てから通用しないし，学生のうちに直したいと思う。（中略）
私を良く知っている友人は，教育実習中の私の無遅刻を“三週間の奇跡”とのたまうが， 三週
間奇跡を起こせたのだからがんばりたい。そのために ・早く寝る ・前の日から次の日の準
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備をする ・朝がんばって起きる（後略）
〈学生178）私は時間にルーズな人間です。それは，友人やその他の方に不実ととらえられる
と思います。（中略）このままでは良くないことはよくわかっています。この自己反省をばね
に改善の努力をします。第1に，遅刻は恥ずかしいことだと思う。第2に，時間に限りがある
と自覚し，計画的に， 1分l分を大切に行動する。第3に，生活のリズムを整え，朝の目覚め
を心地良いものとする。以上を守り，時間の遅れで相手に不快さを味わせないようにしたい。
（学生179）毎朝，どうしても起きることができません。早めに目覚しをセットして「絶対起
きるぞ！」と自分に言いきかせて寝ることにしているのです。でも，朝起きると，もう遅刻寸前。
目覚しを止めた記憶さえもないのです。飛び起きて， 5分くらいで身仕たくをすませ，走って
くるのですが，いつも10分くらい遅刻してしまいます。本当に申し訳ないと思っています。先
生にも。自分自身にも。実習中は，親戚の協力で起きることができました。 夜早く寝れば起き
れるかと思うのですが， やることがあり過ぎて，いつも寝るのは2時過ぎです。仕送りが入っ
たら，目覚しをもう lつ買おうと思います。今度は時間差にしてかけようと思います。寝る前
にもっともっと強く決心することにします。目覚しの音を最大にして，ふとんから出なくては
いけない遠い所に置くことにします。後期仁前期の少ない時，遅れないようにしたいです。
夏休み中も練習しようと思います。
7.随所に主（ぬし）となれ
学生は，それぞれに真剣で、あった。その心根はどれも美しいとさえ思えた。もう何もいうこ
とはないと感じた。ただひとつ，私は自分の若い時に「読みもしない本を持ち歩く変な男」と
いわれた経験を話すことにした。 それは，早めに到着して，時間に空きができたとき，その寸
暇にも自分を向上させうる為であった。 それは「随所に主となる」という生き方であった。惜
しみな く早めに出席して悔いることのない生き方であった。
m 生き方を支える宗教的情操と生涯学習
今，感情に及ぶ教育が人間として生きるのに重要なことが指摘されている）。その最もよく育
てられた状況が情操である。その情操の最も根源的なものとしての宗教的情操の教育が改めて
強く要請される状況となっている。
1.宗教問題の現状 （その1 学生の場合）
宗教問題を直接扱うことのない科目の講義でも学生は，宗教的なものへの学習要求をあらわ
にすることがある。
〈学生180)（前略） 私が一番こわいのはこの世の終りです。オウム真理教もハルマゲドンがく
るとおどすし，ノス トラダムスの大予言ももうすぐ近くにきています。先生は， この世は滅亡
すると思いますか。でも，そう なったら仕方がないので，その日まで思い残すことがないよう
に好きなことをしておこうと思います。でも死ぬのはくやしい。（後略）
(A) （前略）地球も亡びます。しかしそれは科学者の推定でも10億年も先の話です。人聞が
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できてからでも300万年しか経っていないのですから， まだまだ先です。人聞がばかなことを
しない限り大丈夫です。
（学生181）先生に質問です。もし明日世界が滅亡するとしたら，残された時間を，誰と一緒に，
何をして過ごしますか。そして最後の瞬間 誰にそばにいてほしいですか。
(A）家内と一緒にいて，その時に必要と思われる仕事をしていようと思います。子ども達や
孫達の一家が，ともにいることを望むなら一緒にいよう と思います。近所の人々で一緒にいた
いという人がいたら一緒にいようと思います。
〈学生182）私は前回は祖父の七回忌でお休みしました。私は祖父との思い出が沢山あります。
一緒に遊んでくれたり，いろいろお世話になりました。その時は，嬉しくて楽しくて，今でもはっ
きり思い出せます。きっと今頃， 天国で私を見守ってくれているはずです。そのことを，いつ
も心におき， 一生懸命頑張りたいと思います。
〈学生183）私の家は仏教で，お寺にも属しています。ですが私は高校で倫理を学んでからは，
キリスト教にとても心がいき聖書や教会音楽にも多く触れました。（中略）外国の人達は自分
の宗教が決まっているのに，日本人は1人で多くの宗教をもっている人が沢山いて不思議だと
思います。
(A）なるほど，あなたがそのように宗教的に豊かな学習をしてきたことは，とてもすばらし
いことだと思います。今は生涯学習の時代に向かっていて，いろいろな宗教の良さを学び，共
通に大事な真理や生き方を広く深く学ぶことの可能性も増してきま した。比較宗教学や宗教哲
学も学び易いものになりつつあります。ひとつの宗教に深く傾倒する学び方や信仰生活も良い
のですが，ひとつの宗教にとらわれない広く深い信仰生活も良く，それが望ましいと思われる
時代になってきていると私は思っています。
毎時レポートの 1-5枚を，次の講義の始めに紹介するように努めているので，宗教的なも
表5 宗教的な問題をめぐる関心の状況
設 問 はし、 いいえ ワ
1 あなたは宗教問題に関心がありますか 100 66 。
2 あなたはオカルトや超能力についての本を読んだことがありますか 56 110 。
3 あなたは親の宗教と同じだと思っていますか 113 50 3 
4 親とは別に個人として宗教に属しているとの思いがありますか 11 154 1 
5 宗教教団への所属は別として，自分自身の力以上のものに生かしていた
74 91 1 
だいていると思いますか
6 生涯学習のひとつとして，いろいろな宗教のよさには， 広く学んでいき
116 45 5 
たいと思いますか
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のもお互いの啓発の話題として波紋を広げることは自然なことである。また，教育方法論の講
義の1コマに「生命の尊さをどう教えるか」があるので，当然宗教的な情操にふれざるをえない。
それらの一連の講義の最終回で，出席カード代わりに試みたアンケートによると，学生の関心
の状況は表5に示す通りであった。
このアンケートの6この設問の全部に「いいえJと答えた学生が9名いた。宗教的なものに
全く 関心が無い姿といえよ うか。5.4%とはいえ，人間にかかわる教育にたずさわる者と して
は心配な4犬況と私には思えてならない。
アンケートの下の 「その他メッセージがあったらお書き下さいJには，学生の思いの現況を
示すものがあったので，いくつかを拾いあげてみよう。その場合，第5設問に「いいえ」と答
えた者と 「はい」と答えた者すなわち「生かされている自覚のある者」とでは，その思いの基
盤が大きく異なると思うので，分けて見ることにしよう。
(1) 自分が生かされているとの思いのない者のメッセージから
（学生184）今は宗教に関連した嫌な事件が沢山起きていますが，そうしたことで宗教を敬遠
するのではなく，どんな宗教の良いところも見つける目を養えたらなと思います。
（学生185）私は宗教について，教団に属すれば自分自身の力以上のものを得られるとは思っ
ていません。宗教は，自分自身を自分の強い力と，その力の源となる言葉により，人間と して
きたえていく ものだと思っています。宗教による悟りはあくまでも自分の力でひき出すもので
あり，その教団に所属し，何かを受けることで力がつくのはおかしいと思います。
（学生186）私は宗教に関心があり ますが，入ってみようとは思いません。 神様がいるとかい
ないとかではなく，自分の考えが宗教とは別だと考えているからです。今の生活で十分です。
（学生187）最近の宗教問題がどうして起こったかに関心があります。けれど， 宗教というの
はこわいというイメージをもっています。これから，教師として，宗教について，もっと勉強
しなければならないだろうと思っています。
（学生188）私には忘れられない和尚さんがいます。話を聞いてじんときた覚えがあります。
私の大好きだった人が亡くなった時でした。信じる信じないは別と しても（全ての根源はlつ
だと思っているので）これからも一番かかわりたいのは仏教だと思います。（後略）
（学生189)1にはいとしたのはオウム真理教に関心があるからで，他には特に関心はありま
せん。私は宗教は自分に全く無縁のことに思います。親も無宗教ですし，私も何もやっていま
せん。ただ 「賛美歌」はとても好きです。美しいと思います。
〈学生190）オウム事件で， 青山弁護士や上祐氏のファンになる若い人達をどう思いますか。
私は同じ年代として，情けなく思います。
188の学生を除く と，およそ3つの特徴がある。第ーは自分を深く見つめていない。第二に
宗教を学んだことがない。したがって，第三に，マスコミにひき起こされるある宗教教団のイ
メージにこだわっているの三点で，その心の貧しさが心配になる。
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(2) 自分が生かしていただいているとの思いのある者のメッセージから
〈学生191）宗教活動は個それぞれのものだと思う。 人生に何か役立てるならいいと思う。
〈学生192）私は 「宗教」という言葉に何かなじめません。 （中略）教団に入る意味でない宗教
心なら常に持っていたいです。
〈学生193）私が実習に行ったときの運動会で，皆がワーと楽しく盛りあがっている中で，競
技に参加せず，ポツンとすわっている子がいました。なぜと聞くと「宗教の関係で参加できない」
といいました。こういう子どもたちに教師はどう対応すべきだと思いますか。
〈学生194）先生の授業を受けていると，時々先生が神様に見える時があります。 当たり前で
いつも心のどこかにはあるのだけれど忘れてしまっていることを，先生は思い出させてくれま
した。ありがとうございました。でも体操をした時，普通の人に見えて安心するんです。
（学生195）私事ですが， 今から 9年前，第一子を後3か月で出産という時に，母をクモ膜下
で突然亡くしてしまいました。子どもはお返ししてもいいから，母を返してくれ ！とず、っと思っ
ていました。でも， 今は亡くなった母が私に頑張れといつもエールを送ってくれているようで
す。辛くても悲しい時は，いつも空を見あげ「お母さんJと心の中で叫びます。勇気とエネルギー
が沸いてきます。 いくつになっても，子どもは子どもなんですね。そして自分も，母になれた
ことを嬉しく思います。
（学生196）つい最近にあることで，お寺に行きお経を読んでいただきました。 いつまでも，
あのときのお経は忘れないと思います。これから先も読んでいただくつもりです。私にとって，
それは， 一生涯大切にしていかなくてはいけないことだと思っています。
〈学生197）私の家では特定の宗教を信じてはいませんが，お墓の関係で曹洞宗に属しています。
しかし，私が思い描いている神様がいるように思っています。自然の中に存在しているような
神様で，亡くなった祖父や祖母もその中に入っていますc
〈学生198）私の家は無宗教ですが，お彼岸，お盆， 法事の時にはお寺にお詣りに行きます。
家に神棚もあります。
（学生199）「学びたい」ということになるのかどうかわかりませんが，インドやローマ，中国
にある建造物を見に行きたいと思います。美術館や博物館めぐりもしたいと思います。
（学生200）特に宗教に執着していませんが，自分が健康でいられるのは，おじいちゃんやお
ばあちゃんが守ってくれているからだと思います。
〈学生201）私は中学はカト リック教，高校はプロテスタ ントと 2つのキリス ト教の学校に通
いました。毎朝，聖歌や賛美歌を歌いお祈りしました。とても良いものでした。 しかし自分
自身がどこかの宗教へ入ろうとは，今はまだ思っていません。年をとって，もしかしたら，何
かにすがりたいという気持ちが出て，入りたくなるかも知れません。でも，そういう人間の弱
さが，今話題のオウムのような悪い集団をつくったと思い悲しくなります。
いずれの学生も，（1）の学生に較べて， 自に見えない真理を見ているという点で，人間的な心
を豊かに磨いていくよき人材に出会えたような喜びを感じさせてくれる。
. 
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2.学生の課題としての宗教的情操
はからずも「きよきおとめの幸をあつめて」その宗教的情操の豊かな沃野をどう「未来にひ
らく」べきかの段階にさしかかった。
(1) 自立する女性として また母として生きるために
第一は，霊性の自覚である。この一この生物として生きている自己の限界を見つめ，何らか
の大いなる生命を，わが内にいただいて生きていることを自分で知り得ていることを認めうる
ことである。
第三は，その生かされている自己の受容である。自分の無力にもかかわらず，こうして生きて，
ベストが尽くせている自己 このいただいているあるがままの自己を喜ぶことである。飯田広
太郎の『落葉のひびき』は，お嬢さんを亡くした悲嘆の中にありながらも，そのあるがまま
（即ち自然）の中に生かされていることへの感謝の心を象徴するものであったろう。その心境は，
やがて，その大いなる生命を「自然の愛」と受けとめ，いただく心境へと成長する。自然の愛
のうちに生かされている自己として受容できたとき，人は何が起きても甘んじて受ける安心と，
ひたすらに努めて喜ぶ勇気とを，身の内に自覚するに至るであろう。
さらに第三は，その自然の愛の中に，すべてのものが，ともに生かされているという 「とも
いのちjの味わい （それを慈愛と呼ぶのではあるまいか）である。同じいのちをいただいて，
ともに生きるしみじみとした喜びである。そこからは，人皆兄弟の実感に基づく人類妥ゃ， 生
きとし生けるものへの慈愛も，真に可能になってこよう。
この霊性の自覚と自己の受容と慈愛は，女性の生き方はもと より，人間誰もの生き方を最も
深い基盤から支えるものであると私は思う。しかし，教師として生きる者にとっては，この三
つの支えでは，なお足りないというべきであろう。なぜならば，教師には宗教的情操を指導で
きる確信とそれを支える知識が要ると思うからである。
(2）教師として宗教的情操の指導に当たれるために
第一に，宗教的情操の教育は教師である自分がすべきことであると確信することである。先
ず教育基本法の第9条が，公立の学校では特定の宗教の教義や儀礼によることなく宗教的情操
を教育し，宗教同士は互に寛容でありうることを教えなければならないことを示していること
を理解することが不可欠である。さらに，平成元年の小中高校の学習指導要領・幼稚園教育要
領のそれぞれに「生命の根源に対する畏敬の念」にかかわる記述があること，その原流が中央
教育審議会のいわゆる「四六答申」 といわれるものにかかわる 「期待される人間像」にあ岩こ
との十分な理解が不可欠である。
第二に，それらの法規に応えられる教育者の資質と しては， 基本的な宗教的事実と歴史を公
平に学び，特定の宗教によらないで，幼児，児童，生徒を指導できるだけの知識と宗教的情操
を身につけていることが肝要で、ある。そのためには，免許を得ょうとする学生には，少なくて
も「比較宗教学」 は必須の履修科目として必要と思う。毎年500名以上の学生が教員免許取得
をめざす本学にあっては，共通教育科目の中に 「比較宗教学」を設け， 道徳教育と同格の教職
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必修とすることを提言したい。幸い本学と単位互換性の関係をもっ放送大学には，それにふさ
わしい講義があるので，それを履修できる工夫をすることも一案といえよう。
3.宗教問題の現状（その2 オウム真理教問題と世論調査）
〈学生202）私は宗教というものがよくわかりません。オウムの宗教活動の様子をテレビで見
ましたが，気味の悪いことをしているだけのように思えます。私の友達にも，宗教に熱心な人
がいて，朝毎日お経を読むという人がいました。私には，それが，どんな意味があって，何に
なるのか全く理解できません。私の家は仏教らしいのですが，仏壇がある程度で，とくに何も
していません。先生は宗教的なことの教育が大切だとおっしゃいましたが，宗教の何が大事な
のですか。教えて下さい。（注，「生命の尊さをどう教えるか」の講義のあとのレポート）
(A）とても大切な質問だと思います。第一に，人間には日に見えない真理に気づく心があり
ます。これを霊性といいます。第二に，霊↑生によって認められる尊い価値（畏敬の念の対象で
自然の愛とか，神とか仏とか）を聖といいます。第三に，聖に生活原理の根本をおく生き方を
信仰といいます。第四に，その信仰の成立している感情を宗教的情操といいます。第五に，そ
の聖や信仰に見事な説明を与えた教師的人物と，それについて学ぶ弟子ができると教団が成立
し，聖典，戒律，儀礼などができます。第六に，その教団ひとつの全体をひとつの宗教といい
ます。第七に，その宗教教団に入ってから信仰ができる人もいます。以上の七つは，どれも，
極めて大事な人間的な営みです。ところが第八に，教団が信者を増やすように活動することを
布教というのですが，布教がいきすぎて他の教えをひくく見たり，攻撃したり，排除したり，
その争いが宗教や民族の聞の戦争になったり，政治と結びついて侵略を手伝ったり，おどしゃ
薬などで信者を獲得したり，金もうけと思われるような活動になってしまったりのようなこと
がありました。これらを教団工ゴと呼びましょう。教団エゴをなくすことが，世界的に見ても
とても大切な課題なのです。
〈学生203）今，日本には，どれく らいの数の宗教団体があるのでしょうか。テレビを今なお
さわがせているオウム真理教は人の命を何だと思っているのだろうか。これでは，殺人団体で
すね。日本には，腹の立つ宗教団体が多いと思います。
(A）あなたが，そのように思うのは無理もな
いと思います。日本は，ある意味で，そのよう
な宗教団体にも非常に寛容な国であったと思い
ます。今， それを考える節目に来ていて，宗教
法人法をどう変えたらよいかが，政治課題の日
程にのぼっているのです。私としては，生涯学
習論の講義で，宗教教団のエゴを克服する考え
を示してみようと思っています。さて，教団の
表6 日本の宗教団体数 （平 5. 12. 31現在）
よ母体 単位宗教法人 包括宗教法人
神 道 系 85,687 151 
仏 教 系 77,736 167 
キリスト教系 3,928 66 
諸 教 16,230 31 
メ口'- 計 183,581 415 
数ですが，文化庁の平成6年版の「宗教年鑑jによると，このようになっています。オウム真
理教は，この415のう ちのひとつに当たりそうですね。
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(1）信仰1と信仰2の存在を認めよう
学生202への回答に示した「信仰」には2通りがあった。特定の宗派 ・教団に属する以前に個々
の人が自分の霊性の実感に基づいて，本稿のEの2の（1）に示したような三つの支えの確信に
よって慈愛の生活をしている者には，神か仏かと恩われるような人格を示す者も少なくない。
それらの人の生活環境には，お寺も神社も教会もあり，家には仏壇も神棚もあったということ
が当然多い。それが日本の精神的な風土であった。そのような人の中には，「あの人はクリスチャ
ンじゃないの」とか「何教の信者なんでしょうか」などと陰でささやかれる人もいる。それは，
生き方が良き信仰生活者と見られることからきているのである。そのような人の中には何教で
あろうと何派であろうと，よいお話を聴聞して，生活を洗練し，感謝報思の生活に生きてお
られる者も多いのである。これらのことは，特定の宗教教団に属する以前に立派な信仰生活の
あることを示している。これに対して，何かの機縁で特定の宗教教団に帰属し，その教義と儀
礼にしたがって感謝報恩の信仰生活を実現する者も少なくない。この2種類の信仰生活の前者
を「信仰 l」，後者を 「信仰2Jと呼んでみよう。
西洋の一神教の流れにあるキリスト教やイスラム教などの影響を強く受けた宗教観からは，
信仰2のみが信仰であり， 一つの教義のみに忠実で， 他を排するというー宗教信仰者のみが良
き信仰者と思われる傾向があった。信仰 lの信仰者を節操のない変な人とさえ見たのである。
しかし，日本の精神風土の中で健康に生きてきた信仰生活は，むしろ信仰lのような不偏宗教
的信仰者ないしは無宗教的信仰者だ、ったのではなかろうか。少なくとも，その信仰1の存在を
認め，特定の教団にとらわれないで済む宗教観を育くむことが，人間教育を健康に保ちつつ，
世界平和の宗教的な基盤を培うのに緊要なことだと思われるのである。
(2）不偏宗教的信仰・ 無宗教的信仰のひろがり
表7 日本人の宗教的な意識 195年6月24-25日日本世論調査会が面
接によって調査したも A.人間のカを超える自に見えない大いなるものをみている ｜59±2.1% 
のを表7に示してみよ C.神，仏，霊，超能力などの語はしっくりしない 41士2.1%
う。日本人の縮図にな B.熱心な信仰をもっている 9±1.3% 
るようにランダムに定
められた日本人の2013人についてで， 95%の信顕限界もそえて示したものである。
Aは，自分の無力と限界を知り， 自分の霊性がはたらいて，自分のいのちを育んでいる大い
なるものが見えているのであるから，深い浅いはあるにせよ，その大いなるものを生活原理の
中においている信仰者とみてよいのではあるまいか。一方，Bは当然Aにも属する者で，ほぽ
特定の宗教教団に属している信仰者とみてよいであろう。それ故，Bは信仰2の人であり，A
とBの差である約50%が信仰1の存在する範囲とひとまずみてよいということになろう。 ひと
まずといったのは，その50%の中にも実は熱心とはいえないが信仰2にはいる者がいるかも知
れないからである。また， 言語の了解に限界があることから，Cの中にも，より高いレベルの
信仰1の者がいるかも知れないと思われるからでもある。いずれにしても，どの宗教にも偏ら
. r. 
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ない信仰，宗教教団には属さない信仰が，日本人の良き宗教的情操のあり方の有力なものとし
てありうるひろがりを示すものであろう。
耕やさねばならない身近な沃野が，日本人の50%のひろがりで存在するとみたいのである。
その耕しの一里塚に位置づけられると思われる試みが 「生涯学習論」の 1コマであった。
4.生涯学習論における「宗教問題と生涯学習」
(1) 生涯学習論の講義計画の概要
「生涯教育とは，各個人のライフ・サイクルにおけるそれぞれの発達段階において生き甲斐
を創るための助成活動であるJという梶浦善次の定義は最も示唆に富むと思う。教授と学習は
表裏一体であってこそ，教育でありかつ学習でありうるのである。そこで，第一に，本学に学
ぶ学生として，また女性として，そのライフ・ステージにふさわしい生き甲斐をともに考えつ
つ，第二に，我国教育界における教育改革の中心課題としての生涯教育 ・学習への知識と判断
力と生涯学習への意欲を養成することとしたのである。
その為，初めの3コマで，学習の本質， ライフ ・ステー ジ，制度を概観し，次の8コマで生
涯学習の大切な内容となるべきテーマをひとつずっと りあげて，見通しをもたせ意欲を喚起す
る。残りの3～ 4コマで具体的な人物の生涯を学び，生涯の生き方を統合的に見通せるよ うに
したのである。この前篇，中篇，後篇の構成は，この生涯学習のねらいを達成する工夫であり，
中篇に含まれる性の問題，宗教問題，平和問題，後篇に含まれる「創立者 浅井淑子 ・猛の生涯」
「名誉学長梶浦善次の生涯」などは，特色あるもので，学生の求めに応じうるものになって
いたと思っている。
講義の展開や成績の算定法は，これまでの「教育学」と同様犯した。
(2) テーマ 「宗教問題と生涯学習一一 「落ち葉のひびき」と自然の愛 」の講義概要
AM スメタナ 交響詩モルダウ （痛みを忘れたいときのために）
歌 あざみの歌（霊性の誕生にちなんで） 横井弘作詩，八洲秀章作曲
〈起〉人生最深の課題としての霊性の自覚
1 ）五つの不思議との出会い （この五つの不思議の根源にある大いなるものに包まれてい
るこの吾であった。 出会いとはわが心との出会いでもあった。自分を超える聖なるも
のの発見であった）
2）四苦八苦との出会い （「苦」とは痛いことでも息苦しいことでもなかった。「苦」は
実に「思い通りにならぬのだな」というあるが、ままの人間の自覚であった）
3）霊性とは，この日に見えぬ真理に気づく心である
（承〉霊性の誕生と宗教理解
1）人類における霊性の誕生 ( 6万年前の地層，北イラクのシャニダール洞窟から，ネア
ンデルタール人の埋葬に見る。胸のあたりに大量のあざみなどの花粉から）
2）宗教成立のしくみを良く理会（解）しよう 聖，信仰，宗教， 宗教的情操の意味一一
聖 霊性によって認められる尊い価値（畏敬の念の対象，自然の愛，ともいのち，
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父なる神， 法，天帝などいろいろに表現，それは本来ひとりひと りの心に見
られるもの， したがって各自一教，万人万教となる。しかし，同じいのちをい
ただいているので共通性があるため教団が成立し，宗教ともなる）
信仰 聖に生活原理の根本をおくこと （各自一教の信仰を信仰lとする。それに対
して，宗教教団の信徒となることで得られる信仰を信仰2とする）
宗教的情操信仰の成立している感情 （信仰lからも信仰2からも成立するから，
特定の宗教によるが否かを問わない。したがって，公立の学校における
特定の宗教によらない宗教的情操の陶冶は可能である）
宗教 聖と信仰に見事に表現を与え得た教師と，それに教えられ共鳴した弟子とによ
り教団が成立する。教団には，一般に教義教典，僧職と信徒の別，神話，浄化・
まつり・禁欲・寂静などの修行様式ができていく。その内容と教団が宗教。
3）霊性教育の重大性（各自の霊性の自覚を出発点にして，信仰l信仰2の原点を理会すれ
ば，盲信盲従に陥ることなく信仰生活を高めることができる。たとえばお布施は浄化
という修行形式のひとつであるが，教団の財力増のためとなると本未転倒）
（転〉教団エゴの発生による人類の危機を救うもの
1 ）民族宗教に見る排地と受容 （日本的な寛容と統合の宗教生活）
2）歴史宗教に見る排地と受容 （宗教戦争。殖民地主義 ・資本主義・キリスト教宣教の三
本柱による世界の再創造。その近代化の終駕。比較宗教学の誕生と新展開）
3）新興宗教に見る一面の悲惨
4）万人万教に共通する望ま しい課題は「ともいのち」に生きることとはいえまいか
（結）第一に，本当の聖が見える曇りない目を養いつつ生きる生涯でありたい。第二に，その
生涯学習の基礎を養う幼小中高の教育が求められている。第三に，民族教育とみあうだけ
の世界の共通教番（含，宗教統合）の合意と実施がぜひほしい。
5.宗教的な教養を巡る生涯学習の新しい考え方の提唱
「生涯学習の振興のための施策の推進体制等の整備に関する法律」（1990年法律第71号）を
受けて，都道府県や政令指定都市は， それぞれに 「生涯学習基本構想Jを策定し， 「生涯学習
審議会」 を設置することが進み，それが，具体的な地域住民の学習活動の場である市町村の社
会教育 ・成人教育にも及びつつある。どのような学習機会を住民に提供するかが，個人ライフ
の必要と社会課題の両面から問われている。宗教的な教養は今や個人と社会の両面から要請さ
れる重要な課題となっていると私は思う。 従来のように宗教教団の布教活動や冠婚葬祭の経験
に任せておけばよい情勢ではなくなったことを， オウム事件や世界各地の民族的宗教的粉争で
いやというほど知らされているからである。その上，日本人と日本社会が精神的な活力をとり
もどすひとつの要でもあると思うからである。それ故に，これからの市町村の公民館の講座
や成入学級の講座に積極的に，計画的かっ体系的に 「宗教的な教養」をとりあげることを先ず
f是唱したいのである。
87 
その立案の基底になる宗教問題の基本構造の新しい考え方を，上記の「宗教問題と生涯学習」
の講義内容で示した「宗教成立のしくみ」におきたいというのが第二の提唱である。いわば，
霊性の自覚からの出発である。先ず宗教ありきの発想、からは離れての出発である。
毎回の内容は，いろいろな人の宗教的に深い意味の話が聴かれるようにすればよいのである
が，比較宗教学的主第一部と， 宗教的なものとかかわりつつの生命説，人簡説 宇宙設なとマの
第二部と，人格者の人生体験に接しうる第三部にわたって組み立てるとよいであろう。
そのようにして，たよるもの，すがるものとしての宗教とのかかわりではなく，人生を学び，
思い，深め，喜ぶものとして宗教と宗教的なものにかかわり， さらに世界の真の平和の創造に
も寄与できる主権者たるの土台を培いたいものである。
6.宗教的情操の五か条を巡って
（学生204)（前略） 宗教について考えるのはとても難しいことだと思う。沢山の宗教があって，
それぞれ自分の心の中で，違った考えや思いがあるからだろう。しかし，どの宗教にも，どん
な人にも 「宗教的情操の五か条」は共通した大切なものだと思いま した。どのひとつも欠ける
ことなく，いつも心にもっていたいと思いました。
〈学生205）五か条のひとつ「勇気 ・実行力」のところで，雨の中で，自分のコ トー をさっと
脱いで与えてくれた雨宮校長の話がありましたね。実は先日，具合が悪くなって病院に， 真夜
中に行きましたO 明け方， 家に戻ろうと思ったら3000円しかありませんでした。病院代を払う
と720円しか残りませんでした。朝4時だ、ったのでパスはないし， 家まで8kmくらいあります。
かなりピンチで＼しょうがないから，歩くことにしま した。歩いて歩いて7っか8つのバス停
を越えて，駅に着きました。でも駅もあいでなくって，「どうにでもなれと思い，そこにあっ
たタク シー に乗りました。「720円しかないので， 700円分くらいになったら降ろして下さいJっ
ていうと，おじさんが驚いていました。あっという聞に690円になり， 「おじさん，も う本当に
うちにもお金ないし，ここで降ろして」っていうと，おじさんは何もいわずにメータ をー消し
てく れたのです。私は涙が自然に出てきました。家の前まで、送ってくれて， 「持ってるお金720
円を，これだけでも払う」というと， 「それで何か買え」 といってくれ，「何か困った事があっ
たら，ここに電話しろ」と自分の電話番号を渡してくれました。その日の出来事は生涯忘れら
れません。 とても感激しました。 なんだか， 今日の雨宮校長先生とタクシーのおじさんが重なっ
て見えました。
(A）そうでしたか。私にもタクシーのおじさんは雨宮校長と重なって見えますよ。そして具
合が悪くて病院に行ったというのに，残りの720円をたよ りに，先ず歩くことから始めて， 駅，
タクシー ，700円分く らいの所で，そして 「ではこのすべてでjと誠意の限りを尽くしたあな
たの行為も，また雨宮校長に重なるもので美しかったと思います。
〈学生206）私は7月8日に財布を落しました。貯金のカードもお金も学生証も入ったまま。
帰りの汽車で気がついたのですが， 寮の門限があるので泣く泣く寮に帰り ました。次の日， 駅
の落し物係に電話しましたが，届いてないといわれ大変ショックでした。世の中， 自分の事し
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か考えないいやなやつばかりだと落ちこみました。そんなある日，財布が届いていると連絡が
あったのです。中身はすべてもとのまま。名前も告げずに。（中略）寮に帰り，ふとんに入り，
世の中は本当にいい人ばかりなのに， 自分は人を疑っていたことに気がつき ました。財布が戻っ
たときよりも，もっと嬉しくなりました。五か条の 「人間信頼」に少 し近づけました。
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